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 [授業の概要・目的]
　現代の民主主義では、選挙が民意の反映・政府の形成などに大きな役割を果たしている。選挙の
行われ方、すなわち選挙制度は、民主主義がどのように動いているのかを考える上で重要なテーマ
である。
本講義は、Catherine E. De Vries, Sara B. Hobolt, Sven-Oliver Proksch, and Jonathan B. Slapin(Eds.) 
(2021). Foundations of European Politics: A Comparative Approach. Oxford University Press.の一部を講読
することで、比較政治的な観点から政党政治に関する基礎的な知識を得ることを目的とする。この
文献はヨーロッパ政治に関する基礎的な教科書ではあるが、先端的な研究成果が活用されており、
政治学で行われている議論の状況を知る上で有益である。

 [到達目標]
①政治学に関する英語文献の読解力を向上させる。
②現代の民主主義における選挙に関する議論の状況を理解する。
③比較の観点から、選挙制度や政党のあり方を理解できるようになる

 [授業計画と内容]
第1回　イントロダクション
　授業の進め方や背景となる知識について説明する。Chapter 8とChapter 9を講読することを予定し
ているが、具体的な配分については、受講生のペースを考慮する。

第2回～第14回　指定文献の講読
指定した教科書を講読する。指定した箇所について、受講生各自に日本語訳もしくは要約を求める。
受講者数を考慮し、毎回ランダムに報告者を指名する。
適宜、政党や選挙などについて解説を行う。

期末試験／学習到達度の評価

第15回　フィードバック

 [履修要件]
外国文献講読（法・英）は専門への導入コースなので二回生以上を対象とする。

 [成績評価の方法・観点]
平常点（授業における発言、提出物など。30点）及び期末試験（70点）をもとに評価する。

外国文献講読（法・英）II-E1(2)へ続く↓↓↓



外国文献講読（法・英）II-E1(2)

 [教科書]
Catherine E. De Vries, Sara B. Hobolt, Sven-Oliver Proksch, and Jonathan B. Slapin 『Foundations of 
European Politics: A Comparative Approach』（Oxford University Press）ISBN:978-0-19-883130-3
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
　指定された範囲を読んだ上で、要約を作成し、疑問点などを整理する。特に、何が重要なポイン
トなのかを整理した要約を作成することを求める。
毎週、全員が要約・疑問点に関するペーパーを提出することを求める。毎回２時間～３時間程度の
予習・復習時間が必要である。

 [その他（オフィスアワー等）]
課題提出はPandaにて行う。文献については、購入する必要がなく、担当者によって配布する。
この科目は法学部生を対象に開講される科目です。履修人数に余裕があれば、法学部以外の学生も
履修することが可能ですが、法学部事務室で事前申込が必要です。詳細は履修（人数）制限に関す
るお知らせで確認してください。

 [主要授業科目（学部・学科名）]
法学部


